
 

 

 

 

第１５回献血推進運動中央連絡協議会における協議事項について 

 

（２）.「献血推進２０１４」にある目標を達成するための重点的な取組 

（３）.２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

 

九州地区ブロック 

２－①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など）              ・・・P１ 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 ・・・P２ 

③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組                    ・・・P４ 

④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備         ・・・P６ 

３.２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項                            ・・・P７ 

 

中国・四国地区ブロック 

２－①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など）              ・・・P９ 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 ・・・P１１ 

③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組                    ・・・P１３ 

④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備         ・・・P１４ 

３.２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項                            ・・・P１６ 

 

東海・北陸・近畿地区ブロック 

２－①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など）              ・・・P１７ 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備  ・・・P２０ 

 ③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組                    ・・・P２４ 

④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備         ・・・P２７ 

資料８－２ 

 



 

 

３.２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項                            ・・・P２９ 

 

関東・甲信越地区ブロック 

２－①献血の意義を理解していただく取組 （受血者の顔が見えるような広報など）              ・・・P３０ 

 ②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 ・・・P３２ 

③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組                    ・・・P３４ 

④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備         ・・・P３６ 

３.２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項                             ・・・P３７ 

 

  北海道・東北地区ブロック 

２－①献血の意義を理解していただく取組 （受血者の顔が見えるような広報など）                          ・・・P３８ 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 ・・・P３９ 

③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組                    ・・・P４１ 

④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備         ・・・P４２ 

３.２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項                            ・・・P４４ 



~ 1 ~ 
 

ブロック名： 九州地区 

２．「献血推進２０１４」にある目標を達成するための重点的な取組 

①献血の意義を理解していただく取組み（受血者の顔が見えるような広報など） 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

福岡県 

・会議や研修会、献血感謝の夕べなどの折、輸血経験 

者の講話を取り入れる。併せて「医療の現場から」と 

して輸血医療に携わる医師からの講演など。 

・県、市及び医療機関など 

特に医療機関へのアプローチは供給部門や学術 

課との連携を要する。（輸血経験者や医師の紹介） 

 

佐賀県 

・献血セミナーや高校での出前献血教室等でセミナー

ＤＶＤ等の上映 

・県内各大学および高等学校 

 

 

長崎県 

・血液センター等見学の実施 

・輸血体験者による講話 

・血液センター 

 

 

 

熊本県 

・はじめよう献血キャンペーン 

・One More 献血キャンペーン（若年層を含む全年齢対

象者）（本県では平成 23 年度は年１回のみの献血協

力者が全体の 70％を占めており、キャンペーン実施に

より複数回の献血を促す。） 

・サンキューレターの作成 

・当センター作製のオリジナル情報誌に、受血者及び

その家族の方のコメントを引用する。 

・県教育庁担当課や、私学担当課と連携し、県下

高等学校へ周知文書を送付。県内献血推進関係機

関やライオンズクラブと連携して高等学校へ依頼

する。 

・県下各市町村、事業所 

・県下各医療機関、専門学校、自動車学校 

 

大分県 

特になし  
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宮崎県 

・研修会等での受血者や家族を題材に取り扱ったＤＶ

Ｄの放映 

・保健所、献血推進協力団体等 

 

 

 

 

鹿児島県 

・輸血者とその家族を中心とした「献血ありがとう命

をつなぐ会」が，各献血セミナー等での体験談等を出

前講座等で講話し，献血者の推進活動に繋げる。 

・血液センター内施設を利用し健康と利他を目的とし

た講座等の実施。 

・ボランティア団体（献血応援隊の活用） 

・企業献血担当者の献血セミナーを通して理解を深

め、1稼動の献血者増加に繋げる。 

 

・「献血ありがとう命をつなぐ会」と血液センタ

ー、県、報道関係機関 

 

・各種献血団体や献血応援隊 

 

・地域企業献血代表又は担当者等 

 

・県、市、献血団体担当者 

 

沖縄県 

・県の広報テレビによる PR 

・県内ラジオ番組による情報提供 

・県、血液センター、県内ラジオ放送局 

 

 

 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

福岡県 

 

・献血セミナー（小中高）の実施のほか、学校献血（高

校・大学）や学生献血推進協議会主催のイベントにお

いて、啓発に努める。 

・はたちの献血キャンペーン期間中にＴＶ番組を活用

・学生献血推進協議会、各市町村、各協力団体等 

 

 

・地元放送局 
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し、学校・地域献血や献血ルームでの若年層献血者の

採血現場を放送し、初回献血者が抱く不安感等を払拭

し、安全安心な環境で採血される事を周知する。 

 

 

佐賀県 

・高等学校における出前献血教室開催 

（出前献血教室で献血についての啓発を行い、献血協

力へ導く） 

・ＪＲＣメンバーへの献血教室開催 

・教育委員会や高等学校校長会等 

（実施校数の増加をはかる。） 

 

・日赤県支部 

 

長崎県 

・高等学校校長会、養護教諭研修会等で献血の推進を 

依頼 

・学校への個別訪問により協力依頼 

・血液センター、教育委員会 

 

熊本県 

・献血セミナー等を通じ、「献血の正しい知識」、「血

液の必要性」及び「献血前後の過ごし方」の理解を図

る。学校への個別訪問により協力を依頼。 

・県下高等学校、大学、専門学校、自衛隊（10 代

の新入隊員）を予定 

 

大分県 

・高校生献血の輪拡大推進事業 

・高校献血実施時の事前説明会 

・各高等学校 

・大分県学生献血推進協議会 

 

宮崎県 

・中高生を対象としたセミナー、出前講座の実施 ・教育関係機関 

 

鹿児島県 

・高校生、大学、専門学校を中心とした献血セミナー

の実施。高校においては、県内全校を対象に実施。 

初回 200mL 献血と 400ｍＬ献血の推進強化。 

・教育委員会、高校学校長会、県、市との連携 

 

沖縄県 

・可能な限り献血教室と併せて実施し、安心して献血

できるよう献血教室の中で十分な説明を行う。 

・県、血液センター、教育庁、高等学校 
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③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

福岡県 

・複数回献血登録キャンペーンの実施 

（特に大学等における学内献血時） 

・ＰＲのため、市町村と共同でキャンペーン実施

内容をＨＰやポスター、チラシ配布等で広報す

る。 

 

佐賀県 

・複数回献血クラブ登録者および協力者増の推進 

複数回献血クラブ登録パンフレットの配布および

協力依頼の説明等を実施し、複数回献血クラブ登録者

協力者増を行う。 

・各大学や事業所等 

 

 

長崎県 

・複数回献血クラブへの登録を携帯メールから可能と

し、メールにより配車計画を事前に送付する。 

・血液センター 

 

熊本県 

・大学及び専門学校等での勧誘による複数回献血クラ

ブ会員の増強 

・学生献血推進協議会（各大学）スタッフ 

・血液センター職員による献血会場受付での勧誘 

 

大分県 

・若年層献血啓発キャンペーン 

・企業等に勤める若年成人への献血啓発講習 

・街頭献血予定日の周知（はがき、メール等） 

・大分県学生献血推進協議会、各大学や各市町村、

血液センター 
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宮崎県 

・複数回献血クラブ新規会員登録推進キャンペーンの

実施（けんけつちゃんキャラクター入り記念品の作成

・贈呈） 

 

・会員に継続して献血協力していただくために、キャ

ンペーン期間中の献血者を映画に招待する「複数回献

血クラブ感謝の夕べ」の開催。 

 

 

 

鹿児島県 

・市町村国保・県国保連合会との協働による若年層を

対象にした健康増進と献血推進の継続事業 

・ＳＮＳを活用した通信網による推進活動 

・若年者を対象とした「献血ヤングフォーラム」の取

組み。（市町における若年層献血推進対策） 

・市町村国保、県国保連合会、学生献血推進協議 

会。県・市献血担当者と連携 

・報道関連社との連携 

・県、市、市教育委員会 

 

 

沖縄県 

・携帯電話をかざすことで複数回献血クラブサイトに

アクセスできる機器を各移動献血バスに設置し、登録

を推進する。年間を通して献血回数 1回の献血者へは

がきでの献血協力の呼びかけを行った。 

・血液センター 
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④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

 

福岡県 

・献血会場で活動するスタッフの元気な声などで雰囲

気作りをする。献血後の献血者への声掛けや待ち時間

中における声かけで安心感を持ってもらう。 

（特に献血者への声かけは、放置感を払拭できる。 

・献血ルームや移動採血における献血受付業務に

従事する職員やボランティア 

 

 

佐賀県 

・検診車の活用 

移動献血の場合夏場・冬場は献血環境が悪いので 

環境改善のため検診用のマイクロバスを使って安心

快適な環境改善を行う。 

 

 

 

 

長崎県 

・献血出前講座による事前説明の実施 ・血液センター 

 

熊本県 

・複数回献血クラブ会員を対象とした健康講座及び各

種イベントの開催 

・県栄養士会ほか（各講座の講師による講話や指

導） 

 

大分県 

・検診車の設備改善 ・献血後の休憩をよりよく過ごしていただけるよ 

う休憩場所の環境改善 

 

宮崎県 

・街頭献血で雨天時等に献血者に採血までの間、気持

ちよく待っていただくためのサロン車の有効利用 
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鹿児島県 

・献血会場において献血者の安全、安心を推進する「ド

ナーケアーチーム」の充実。 

・移動バス献血会場での採血後、休憩等の充実を目的

とした「献血カフェバス」の配置。 

・県市献血担当者 

・献血事業所等担当者 

 

沖縄県 

・献血ルームを移転オープンし、面積も２倍になり、

よりくつろげる様な空間にした。 

・血液センター 

 

 

 

３．２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

 

都道府県名 

２６年度献血推進計画への記載を要望する事項 

（特段に希望する事項があれば記載してください。） 
記載を要望する理由 

 

 

 

 

 

 

福岡県 

 

・高校における 400ml 献血の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

・官公庁における献血協力 

・学校献血（400ml）の実施について、私立・公立

の校長等に依頼するにあたり、実施を促す文書

を国から出せないか？ 

※福岡県は学校献血でも 400ml 全血献血を中

心に実施しているが、生徒の人数や誕生日等の

関係から、3年生の 12 月以降の実施が多くなる

ため、結果として、受験を控えていることを理

由に断られる事がある。 

 

・職域献血について、一部の官公庁では「職務専

念義務免除」が認められない（有休対応）事を理

由に協力がいただけない事例がある。職域献血の

実施に向けて、厚労省から参加の呼びかけ又は服

務の改正について呼びかけできないものか？ 
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※福岡県では職域献血の協力について「職務専

念義務免除」とし、勤務時間中でも届出無しで協

力可能にしている。 

 

長崎県 

・高校生献血の推進について、文部科学省も推進して

いることを明確に記載してほしい。 

・校内献血を学校、ＰＴＡが受け入れやすくする

ため。 
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ブロック名： 中国・四国地区 

２．「献血推進２０１４」にある目標を達成するための重点的な取組 

①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など） 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

鳥取県 

・若年層向けリーフレットに複数回献血者から初めて

献血をされる方へのメッセージを掲載する 

・献血者、受血された方の家族 

 

島根県 

 

・献血セミナー等で患者さんの様子が伝わる DVD を上 

映（「ありがとうっていっぱい言わせて」等） 

 

・血液センター 

 

岡山県 

 

・「献血セミナー（赤十字出前講座）」を大学、専門 

学校等にも拡大し展開 

・愛育委員（地域のボランティア団体）による血液セ 

ンター見学会の実施 

・大学の各学生支援課等に協力を求め、サークル

へ参加を要請する 

・各地域愛育委員会の血液センターへの見学会及

び定例会における協力依頼 

 

広島県 

 

・「献血セミナー」での受血者の体験談の紹介 

・受血者及びその親族による体験談 

・体験者 

・血液センター 

 

 

山口県 

・青少年赤十字、インターアクトクラブ、生徒会など 

が主体となり所属する高校の文化祭等で献血に関す 

る啓発活動 

・複数の高校で学校献血を行う 

・血液センター、山口県学生献血推進協議会、山

口県教育庁 
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徳島県 

・メッセージ募集事業において、受血者からのメッセ 

－ジをチラシやタウン誌に掲載、あるいはラジオで放

送して広報に活用 

 

・アンパンマンのエキスのＤＶＤを小中学校に配布す

る。 

・血液センター、マスコミ（新聞、ラジオ）、タウ

ン誌 

 

 

・教育委員会、血液センター 

 

香川県 

・血液製剤を使っている患者さんのメッセージ収録 D 

VD をライオンズクラブ等の広報協力団体に配布 

・ライオンズクラブ 

 

 

高知県 

・受血者の声を取り入れ、ホームページや広報資材に 

反映させる。 

 

・受血者、医療機関 

 

 

 

愛媛県 

 

・１７歳の高校男子生徒へ知事メッセージ「～１７歳

迎えた男子高校生の皆さん 献血へ行こう～」の配布 

初回献血者から寄せられたメッセージを掲載 

・献血啓発資材「献血へいこう」の配布 

・「愛顔の高校生献血推進会議」の開催 

・小学生親子血液センター見学体験教室の実施 

・中四国ブロック血液センターの見学の実施 

・県教育委員会 

・県内高等学校及び中学校 

・県赤十字血液センター 

・学生赤十字奉仕団 
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②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

鳥取県 

・高校での「献血セミナー」の開催及び採血中も含め 

職員が声掛けを心掛けている。 

・教育委員会 

 

島根県 

 

・初回献血の方には初回献血者用の DVD を上映 

・高校生を対象とした保健所、血液センター職員によ 

る献血セミナーの実施 

・血液センター 

・保健所、血液センター、高校、県教育委員会 

 

岡山県 

 

・高校生が理解しやすい献血パンフレット「熱血・献 

血宣言」を作成し、献血実施が可能となる高校２年生 

に配布する。 

・県内高等学校全２年生に配布し献血へ啓発を図

る。 

 

広島県 

・「献血セミナー」による献血の紹介 

・「なるほど献血教室」の充実 

・血液センター 

 

山口県 

・高校献血の実施 

・中高生を対象とした「SEISHUN!献血」読本の配布 

・血液センター、日本赤十字社山口県支部 

 

 

 

徳島県 

・ 高校生の学内献血においては、保護者への同意書の 

中に安全性、採血時の万全の体制などの項目を設け、

理解を得られ易い説明を記載 

 

・ 高校の場合、養護教諭が献血の意義を理解している 

と、学内の保健だよりなどを通じて保護者、生徒に啓

発することで献血への理解が深まる。 

 

・血液センター、高校の養護教諭 
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・安心して献血できるように不安を与えないような接

遇をし、採血中に話しかけて不安をとりのぞく。 

 

・徳島県の若年層対象イベントを活用して献血車を配 

車、若年層の献血体験を促すため、若年層に人気のキ 

ャラクターの入ったポスターを制作し、記念品として 

配布。記念品には啓発内容も掲載。 

 

 

 

・観光担当課、アニメ制作会社、マスコミ（新聞

や情報誌）と連携し、記念品贈呈だけでなく、採

血基準をホームページで易しく解説し、若年層に

献血の啓発を実施。 

 

香川県 

・高校における献血セミナー 

・中学生職場体験学習 

・高等学校 

・中学校 

 

高知県 

・出前講座の実施 

・中学生の血液センターでの職場体験 

・血液センター、教育委員会 

 

 

 

愛媛県 

・17 歳の高校男子生徒へ知事メッセージ「～17 歳を 

迎えた男子高校生の皆さん 献血へ行こう～」の配布 

・「愛顔の高校生献血推進会議」を開催 

・200mL 献血の体験 

400mL 献血に不安がある高校生に対しては、200mL 

献血を選択できるなど、出来る限り献血を体験しても

らう取組を行う。 

・若年層献血アクションイベントの開催 

10 代 20 代の献血者確保対策として開催する。 

・県教育委員会 

・県内高等学校及び中学校 

・県赤十字血液センター 

・学生赤十字奉仕団 
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③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

鳥取県 

・大学を中心とした複数回献血クラブへの加入推進を

行う。 

・大学のサークル 

 

 

 

島根県 

・複数回献血クラブへの入会促進 

・Love in Action プロジェクトの周知（HP 等） 

・フェイスブックによる情報発信 

・しまね若者献血推進キャンペーンの実施 

・20 代の方が多く参拝される出雲大社における通年献

血の実施 

 

・血液センター 

 

岡山県 
・学内献血実施時に、重点的に複数回献血クラブ「も 

もたろうＥメールクラブ」への勧誘を行う。 

・学生に固定施設へ来ていただくようなイベントの実 

施（就職お役立ちマナー講座等） 

・岡山大学他県下大学 

・岡山県学生献血推進連盟“Ｓ.Ｂ.Ｄ.Ｍｏｍｏ” 

・ビジネスマナー講師 

 

広島県 

・リーフレットの配布 

・複数回献血クラブの推進 

・血液センター 

 

山口県 

・リーフレットの配布 

・複数回献血クラブ 

・血液センター 
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徳島県 

 

・タウン誌やリーフレットに複数回献血クラブ加入 

の QR コードを掲載し、携帯電話により登録できるシ

ステム 

・「クリスマスキャンペーン」、「はたちの献血キ 

ャンペーン」「バレンタインキャンペーン」実施 

・タウン誌と連携して掲載。登録して献血すると

記念品 

 

・血液センターと連携して複数回献血者へのメー

ル 

・献血ボランティアの協力 

 

香川県 

 

・クリスマス献血キャンペーン 

 冬場の血液不足に対応するため、大学生献血ボラン

ティアが街頭キャンペーンを実施。献血協力者へはク

リスマスプレゼントを手渡した。 

・香川県学生献血推進協議会 

 

 

高知県 

 

・大学、専門学校において年２回以上の献血依頼 

・年１回献血者にハガキでの複数回献血依頼 

・献血メールクラブ登録への勧誘 

・血液センター 

 

 

愛媛県 

 

・複数回献血の推進 

複数回献血者を構成員とする「複数回献血クラブ」

（リピートあいピー）の周知を徹底し、複数回献血の

推進を図る。 

・若年層献血アクションイベントの開催 

 10 代 20 代の献血者確保対策として開催する。 

・県赤十字血液センター 

 

 

 

④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備 

 

都道府県名 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 
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鳥取県 

 

・採血所のイメージアップ（献血者の方に趣味の写真

を募集し、採血所内に展示することで明るい雰囲気

を確保する。） 

・採血者の方から定期的に写真の提供 

 

島根県 

 

・献血者とのコミュニケーション技術の向上 

・検診車の導入 

 

・血液センター 

 

岡山県 

・H24 年 10 月にオープンした献血ルームの広報 

 グループでも、個人でも快適に過ごせる休憩スペー

スとお子様が楽しめるキッズコーナーの活用 

・地域タウン誌等各種広報媒体 

イベント等の告知とともに献血ルームの快適性 

を周知する 

 

広島県 

 

・メディアやリーフレットによる受血者の紹介 

・献血ルーム待合室の環境整備（清潔で明るく快適に

休憩等していただけるような空間づくり） 

・血液センター 

 

山口県 

・H23 年 3 月に献血ルームをリニューアルしている。 

・検診車の増車 

・血液センター 

 

徳島県 

 

・不安を与えないような接遇、採血中に話しかけて 

不安をとりのぞく。 

・環境整備としては、H23 年 4 月にルームをリニュ 

ーアルしている。 

・血液センター 

 

 

香川県 

 

・血液センター職員の接遇研修を実施して、職員の丁

寧な対応を心掛けている。 

・H23 年 4 月に献血ルームを移転リニューアルしてい

る。 

・血液センター 

高知県 ・初回献血者への詳細な説明 

・環境整備（献血ルームの休憩スペースの充実等） 

・血液センター 
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愛媛県 

・安心した採血の実施 

採血の手順や採血後の過ごし方等のリーフレット

を活用して説明に努め、初回献血者等の不安を払拭す

る。特に高校献血等の初回の献血者が多い献血場所で

は、休憩できる場所を確保し、対応する看護師の人数

を増やして、安心して献血ができるようフォローを行

う。 

・県赤十字血液センター 

 

 

 

３．２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

 

都道府県名 

２６年度献血推進計画への記載を要望する事項 

（特段に希望する事項があれば記載してください。） 
記載を要望する理由 

中国・四国 特になし 
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ブロック名： 東海・北陸・近畿地区 

２．「献血推進２０１４」にある目標を達成するための重点的な取組 

①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など） 

都道府県名  

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

富山県 

（血液センター） 

・医療機関に協力依頼をし、輸血を受けられた患者さ 

ん（家族の方）及び献血者からのメッセージを頂き、 

ホームページ、広報紙で紹介する。 

・医療機関、受血者、献血者 

石川県 

赤十字血液

センター 

・輸血用血液の使用の多い医療機関を通じ、「患者さ

んからの感謝のメッセージ」を募集し、献血啓発資材

に活用する。 

・県内医療機関 

福井県 

・映画と献血セミナーを介して献血の意義を理解して 

もらえるよう、日赤作成啓発 DVD「ダブルスカイ」を 

上映した後に献血セミナーを実施 

・血液センターのホームページにおいて体験発表等の 

掲載 

 

岐阜県 

・推進団体等の講演や出前講座等で、献血推進映画や 

広報ＤＶＤの上映 

 

静岡県 
・献血セミナーの中で献血の必要性を広報するＤＶＤ 

を上映 

・高校、大学、専門学校 

愛知県 
・血液センター発行の機関誌を県内市町村に配布 ・愛知県赤十字血液センター、市町村 
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愛知県 

赤十字血液

センター 

血液センター発行の機関誌やＨＰで受血者からの

メッセージを募集し、紹介していく予定であるととも

に献血ルーム及び医療機関にメッセージボードを新

たに設置し献血者、受血者からのメッセージを募集し

相互に掲示することを検討している。 

・愛知県医薬安全課、名古屋市環境薬務課、市町

村、教育委員会 

・メッセージボードの設置については、先ず赤十

字病院から依頼する。 

三重県 

赤十字血液

センター 

・医師及び受血者の協力により、三重県の献血ＰＲ用 

ＤＶＤを作成し、県内での献血推進に活用 

・地元ケーブルテレビ局、伊勢赤十字病院の医師

及び受血者の協力を得て作成 

滋賀県 
・受血者の感想を記載した啓発資材の配布  

京都府 

・受血者の感謝の気持ちをＨＰやパンフレットに掲載 

・センターにて受血者の「ありがとうメッセージ」を 

募集し広報として活用 

・献血推進 DVD を高校での献血セミナーで活用 

・血液センター、医療機関、医師、輸血を受けた

人 

大阪府 
・ＰＲ用ＤＶＤの市町村や学校への配布  

奈良県 

・ 輸血を題材にしたＤＶＤ（本社制作）の貸出し 

・ 受血者のメッセージを医療機関やＨＰで募集 

・ 広報誌・ＨＰでの情報発信 

（センター事業） 

・県、市町村 

和歌山県・ 

和歌山県 

赤十字血液

センター 

・「高校生献血学習」、「献血セミナー」等講習会を

開催し献血の必要性について理解を得る。 

・実施高等学校等 



~ 19 ~ 
 

和歌山県 

赤十字血液

センター 

・血液センターのホームページに掲載 

・血液センター作成リーフレットに輸血を受けられた

方の声を掲載 

・輸血を受けられた方 

兵庫県 

赤十字血液 

センター 

・献血セミナーの開催や啓発 DVD の活用 

・ホームページやツィッターを通じた情報発信 

 

東海北陸 

ブロック血

液センター 

ポスターコンペティションや、年度末年度始めの企

業の協力が得にくい時期にキャンペーンを実施。 

また広報誌を年２回発行。 

 

近畿ブロッ

ク血液セン

ター 

近畿管内統一広報企画として、オリンピックの水泳

競技のメダリストである入江選手、寺川選手を起用

し、大阪駅で献血トークショーを実施。さらに両名を 

使用した CM を作成し、朝のテレビ番組やラジオで放 

送。 

また、若年層やプロ野球ファンなど広く献血を PR

するため、甲子園球場のスコアボード横に献血を広報

する看板を掲示。阪神タイガースとタイアップした、

けんけつちゃんグッズも作成し、近畿管内で実施され

る各センターのキャンペーンにて配布。 
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②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

富山県 

（県・血液センター） 

・献血セミナーを各高校へ依頼 

・その前段階として、校長会や養護先生の集まる会議

などで、献血の理解を得るための講習会を開催 

・県内高等学校 

石川県 

赤十字血液

センター 

・教育委員会と連携し、高校生を対象とした献血セミ

ナーを開催 

・高校（学園祭等）に献血広報パネルを貸出し、献血

ブースを設置してもらう。 

・石川県、石川県教育委員会、県内各高校 

福井県 

・大学では、献血を実施する学校祭の時期に、学内で

献血普及のパネル展示を実施 

・高校では、献血セミナーの実施や啓発ＤＶＤを上映 

・各大学 

岐阜県 

・１０代向け（高校生対象）の献血推進リーフレット 

を作成し、高校訪問による学校関係者への配布依頼及 

び内容説明を実施 

・校長会や PTA の会合において献血の説明を実施 

・献血セミナーの実施 

 

静岡県 

・高校生献血ボランティア「アボちゃんサポーター」 

事業の実施（県内 18 高校 180 名委嘱予定） 

・教育委員会、高校 
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静岡県赤十

字血液セン

ター 

・高等学校学内献血の事前に献血セミナーを実施する 

中で経験談等を取り入れる。 

・静岡県、教育委員会、公立・私立の高等学校 

愛知県 

・県内の全ての高校 1年生に対して献血啓発リーフレ

ットを配布 

・教育委員会、市町村 

愛知県 

赤十字血液

センター 

各学校の校長・保健体育指導・養護教諭の先生方や

教育委員会の理解と協力が必要となるため、先生方が

研修等をされる機会に、血液事業の現状や献血の必要

性について話をさせていただく。 

 

平成２４年度に若年層献血者確保事業の実施の一

環として「献血から輸血の過程」を収めたＤＶＤを制

作し、県下の高校に教育委員会を通じ配布したことか

ら、学内での献血セミナーの開催について積極的に働

きかける。 

・愛知県医薬安全課、名古屋市環境薬務課、市町

村、教育委員会 

三重県 

・高等学校等に訪問し、学生ボランティアの依頼、献

血への理解をお願いする 

・教育委員会、高等学校等 

三重県 

赤十字血液

センター 

・同世代の職員又はボランティアによる積極的な声か

けをする。 

・ヤングミドナサポーター 

・三重県学生献血推進連盟 
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滋賀県 

・高校生が献血に関する知識を得られるよう、要望に

応じて高校への献血に関する資料を送付し、高校での

献血授業を推進する。 

・県内高等学校に協力依頼 

京都府 

・献血セミナー、献血ルーム見学会等の実施 

・行政のふれあい祭りでの献血ブースの設置 

・高校２、３年生を対象にした１７１８献血キャンペ

ーンを実施 

・高校生向けリーフレットを作成し、教育委員会を通

じて配布 

・中高生向けイベント「中高生献血トークショーwith

よしもと」の開催 

・血液センター、市町村、学校 

・血液センター、教育委員会、高校 

・ライオンズクラブ、血液センター、市町村、中

学校、高校 

大阪府 

・若年層に献血の重要性を訴えるため、１０代、２０

代を対象として、献血を題材とした作品募集事業を実

施。応募チラシの段階から高校生が作成。また応募作

品で優秀なものは、「しおり」等に活用し高校生に配

布。 

・高校生と共に実施するキャンペーンと連動した献血

セミナーの開催 

・教育委員会等 

奈良県 

・県内の全高校１年生へ啓発リーフレットを配布 

（県事業） 

 

・学校内への広報誌・チラシ等の設置 

・初回献血者用ネックストラップの使用（継続中） 

・初回献血者専用休憩エリアの設置 （継続中） 

・血液センター、市町村、高等学校等 

 

 

・県、市町村、教育委員会、学校長会 
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（センター事業） 

和歌山県・和

歌山県赤十

字血液セン

ター 

・「高校生献血学習」を行って献血の必要性を理解し

ていただき、その後献血を行う。 

・主催高等学校 

和歌山県赤

十字血液セ

ンター 

・学生献血推進協議会主催の献血キャンペーン 

実施時に学生による呼びかけを行い、飲み物やＤＶＤ 

上映など各種サービスを実施 

・和歌山県学生献血推進協議会 

兵庫県 

・１０代の方々に献血の意義を理解していただき、 

初めての献血を安心して行っていただくような環境

整備 

・市町、血液センター、教育委員会、ライオンズ

クラブ等 

兵庫県 

赤十字血液

センター 

・献血ルームの新規開設 

・こども会など青少年団体と連携し、ポスターやリー 

フレットの配布など啓発活動の実施 

・献血ルームにおいて、若者が来やすいよう、雰囲気 

づくりやコミックの充実を図る。 

・地元サッカーチームのヴィッセル神戸、アイナック 

神戸の試合前等でけんけつちゃんを活用した献血啓 

発活動の実施 

・兵庫県青少年団体連絡協議会 
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③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

富山県 

（血液センター） 

・各種イベントの案内や献血依頼を葉書及びメールに

て依頼 

・複数回献血クラブ会員への登録募集強化 

・４００ｍＬ複数回献血キャンペーンの実施 

 

石川県 ・成人式出席者に献血啓発資材を配布 ・各市町 

 

石川県 

赤十字血液

センター 

・大学や若者が多い献血会では、職員人員を増やし、

複数回献血クラブ会員募集の強化を図る。 

・複数回献血クラブ会員を対象としたキャンペーンを

実施 

 

福井県 

・初回献血者に対する礼状の送付および次回献血可能

日のおしらせ 

・複数回献血クラブ会員への加入促進 

・福数回献血クラブ会員を対象としたキャンペーンの

実施 

・成分献血を複数回実施した献血者に対して処遇品の

提供 

・ネットワーク上で固定施設のベッドを予約出来る、

献血予約オンラインシステムの開発・導入 

 

岐阜県 
・献血ルームでのイベント実施（占い、アロマハンド

トリートメント） 
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静岡県 

赤十字血液

センター 

・大学、専門学校での献血の際、複数回献血クラブの

登録会を実施 

・献血ルームでの、ネイルケア、占い等のイベントの

実施 

・新入生（大学生等）への献血時における呼び掛け 

・大学、専門学校 

愛知県 
・400mL 複数回献血キャンペーンの実施。記念品は 20

代が好む内容を意識する。 

・愛知県赤十字血液センター 

愛知県 

赤十字血液

センター 

同世代である愛知県学生献血連盟の学生による献

血の普及啓発活動を積極的に行い、献血活動の支援を

強化するとともにマスコミに依頼して学生らの活動

を紹介してもらう。 

・愛知県学生献血連盟、マスコミ各社 

三重県 
・新成人に啓発資材を配布し、啓発を行う ・市町 

三重県 

赤十字血液

センター 

・複数回献血クラブへの入会依頼 

・誕生月献血のはがきによる依頼 

 

滋賀県 

・成人式で配布する記念品の充実 

・大学の学内献血時に専用の職員を派遣して、複数回

献血クラブ会員の増強を図る 

・各種キャンペーンのメールによる案内 

 

・ライオンズクラブ等 

・複数回クラブ会員の増加 

 

京都府 

 

 

・バースデーカード、献血依頼はがきの送付やメール

送信 

・10 代 20 代の複数回献血クラブ会員の強化 

・大学等の学内献血で協力出来なかった方に、記念品

・血液センター 
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 の引替券が付いたパンフレットを渡し、献血ルームへ

誘導 

・ホームページ「献血 friends」で広報 

大阪府 

・複数回献血クラブ「けんけつＥ倶楽部」のイベント

等の取組み及び募集告知の充実及び登録キャンペー

ンの実施 

・施設別に目標数を設定し複数回献血クラブ会員の増

強を図る。 

・会員向けに健康相談事業等の実施 

・大阪府赤十字血液センター 

奈良県 

・複数回献血クラブ会員への登録強化 

・マッサージ、カラーセラピー等のイベントの充実 

・10 代 20 代に人気の菓子セットの配布 

（センター事業） 

 

和歌山県 

次回献血できる時期がきたときにはがき等で周知

する。また、複数回献血クラブに入会を勧めイベント

等の情報を提供する。 

学生献血推進協議会主催の献血キャンペーン実施

時の学生による呼びかけを行い、献血待ちの間に気分

をリラックスさせる各種サービスの実施 

・和歌山県学生献血推進協議会 

兵庫県 

赤十字血液

センター 

・大学での学内献血時に職員を派遣し複数回献血クラ

ブの増強を図る 

・10 代 20 代を中心に未会員へ依頼ハガキを送付し新

規会員を募集 
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④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

富山県 

（血液センター） 

・職員や検診医師の資質向上と献血受付や待ち合い場

所等の環境改善を行う 

(H25 年度検診車更新整備予定) 

 

石川県 

赤十字血液

センター 

・献血ボランティアを募集、育成し、献血者の誘導、

接遇を行う 

・移動献血では、大型検診車を積極的に活用し、待合

等での負担を軽減する 

 

福井県 

・献血者の安全確保（副作用防止）のため、献血を行

う前に飲食物等の提供 

・固定施設の全ての採血ベッドに「ひかりＴＶ」を設

置 

・献血スタッフの資質向上 

 

岐阜県 
・受付、接遇や献血者の待ち合いが屋外の会場につい

て、検診車（接遇車）の活用 

 

静岡県 

赤十字血液

センター 

・ＤＶＤ、雑誌の充実、飲み物、お菓子のサービス、

季節に合わせた飾り付け等 

・学生ボランティア、他一般のボランティア 
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愛知県 

赤十字血液

センター 

・献血ルームタワーズ 20 では、眺めの良いくつろぎ

の空間をコンセプトに献血者が安心快適を実感する

環境整備を行っている。 

・移動採血車においては、献血受付や休憩場所の環境

改善(空腹時のお菓子供与)を行っていく。 

・献血ルームにアイスクリームの自販機を設置 

 

三重県 

赤十字血液

センター 

・献血者の接遇研修強化  

滋賀県 

・献血ルームの利用推進キャンペーンを行い、新設さ

れた献血ルームで快適に献血を行っていただけるよ

うにする。 

 

京都府 

・献血ルームの整備（通年） 

・献血ルームにおけるキッズスペースの整備 

・献血ルームにおける古本市の開催、ロビーを活用し

た展覧会の実施 

・血液センター 

大阪府 
・あべの献血ルーム KiZooNa の移転拡張によるリニュ

ーアル 

・大阪府赤十字血液センター 

奈良県 

・献血ルームにおける漫画・文庫・雑誌等の充実、整

備 

（センター事業） 

 

和歌山県 

赤十字血液

センター 

・学生献血推進協議会主催の献血キャンペーン実施時

の学生による呼びかけを行い、献血待ちの間に気

分をリラックスさせる各種サービスの実施 

・和歌山県学生献血推進協議会 
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 ・献血ルームにおける各種展示、サービスの実施 

兵庫県 

赤十字血液

センター 

・献血ルームの新規開設並びに既設ルームの環境整備 

・移動献血バスの環境整備 

 

 

 

 

３．２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

 

都道府県名 

２６年度献血推進計画への記載を要望する事項 

（特段に希望する事項があれば記載してください。） 
記載を要望する理由 

東海・北陸・

近畿 

特になし  
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ブロック名： 関東・甲信越地区 

２．「献血推進２０１４」にある目標を達成するための重点的な取組 

①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など） 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

 

茨城県 

・各種イベントの実施（愛の血液助け合い運動、Ｊ２ 

サッカークラブとのキャンペーン、クリスマス献血キ 

ャンペーン等） 

・献血協力者や輸血体験者の声を献血ルームや血液セ 

ンターホームページに掲載 

・献血連合会、Ｊ２サッカークラブ、学生ボラン

ティア 

・献血協力者、輸血体験者 

 

栃木県 

・血液センターまつりの開催（模擬店、施設見学、献

血実施） 

・血液センター、宇都宮合同ライオンズクラブ、

栃木県学生献血推進連盟「かけはし」 

 

群馬県 

・日ごろの献血協力への感謝の意を表わすとともに、 

一層の献血思想の普及推進を図ることを目的として 

「献血感謝デー」キャンペーンを実施する。 

・県内大型ショッピングモール 

・支部、血液センター 

・各報道機関等 

 

 

埼玉県 

・キャンペーン時等に、各種媒体（県・市町村広報誌、

ＦＭラジオ番組等）に献血関連情報を提供 

・血液センターのホームページに献血協力者のインタ

ビューを掲載 

・埼玉県赤十字血液センター 

・県内市町村 

・ＦＭ放送局 

 

 

千葉県 

・中学生向け啓発テキストの作成、配布 

・中学生及び高校生の献血推進啓発ポスターの募集 

・公共交通機関のポスター広告による献血広報の実施 

・高校・大学・専門学校へ献血要請や広報等の実施 

・献血推進啓発リーフレットの作成、配布 

・県教育庁 

・ＪＲ並びに民間鉄道会社 

・千葉県赤十字血液センター 
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東京都 

・血液センターのホームページや広報誌などに受血者

からいただいた感謝の声を掲載 

・キャンペーン時に、ラジオ広報、駅構内でのポスタ

ー掲示等様々な広報媒体を通じて献血の重要性を PR

する。 

・医療機関の輸血部 

 

 

神奈川県 

・輸血を受けた患者さんに出演いただき、ポスターを 

作成する。また、献血推進イベントやＦＭヨコハマの 

番組にも出演いただき体験談等をお話いただく。 

・ＦＭヨコハマ、コミュニティ誌 

 

 

新潟県 

・献血普及講演会、献血ルーム見学会の実施 

（小学生～大学生対象） 

・献血啓発リーフレットの配布 

・スクリーン広告で献血普及啓発 CM の放映 

・県教育委員会、学校 

 

・高等学校、中等教育学校、大学等 

・映画館 

 

 

山梨県 

・各医療機関で受血者の声を集めチラシ及び献血広報 

誌（年間３～４回発行）に活用 

 

・愛の助け合い及びはたちの献血キャンペーン時に、 

地元紙を使っての一面広告 

・血液センターＭＲが各Ｄｒより情報収集した受 

血者の声や各献血団体協力のもと献血現場の状況 

を献血広報誌に掲載 

 

・山梨新報社 

 

長野県 

・企業、学校、地域でのチラシや DVD の鑑賞を含めた 

出張講座 

・企業、学校、市町村 
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②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

茨城県 

・校内献血の実施 

・高校献血キャンペーンの実施 

・出前講座の開催 

・教育委員会、高校 

 

栃木県 

高等学校学内献血の推進 ・血液センター、ＪＲＣ青少年赤十字奉仕団 

 

 

群馬県 

・移動採血車を配車する高校の１年生に対して献血デ

ビューを促す啓発資材を作成し配布する。 

・高校献血への協力のプレ啓発として、県内中学校に

対して献血をＰＲする啓発資材を送付する。 

・ＪＲＣへの呼び掛け 

・県内高等学校 

 

・県教育委員会 

 

・支部、各学校等 

 

埼玉県 

・血液に関する出前講座の開催 

・高等学校校内献血を推進するため県保健所、市町村

及び血液センターの３者で高校を訪問し、校内献血の

実施をお願いする。 

・埼玉県赤十字血液センター 

・教育委員会等高等学校を所管する関係機関 

・県内市町村 

・保健所 

 

千葉県 

・献血啓発ポスターの募集、表彰 

・サッカー、ラグビーチームの協力による若者向けポ

スターの作成やイベントの実施 

・柏レイソル 

・ＮＥＣグリーンロケッツ 

・千葉県赤十字血液センター 

東京都赤十

字血液セン

ター 

・高等学校等での「献血セミナー」の開催（再掲）  
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神奈川県 

・「夏休み小中学生親子献血教室」、出張・出前講座、

高校・大学献血等を積極的に行い、１０代（若年層）

の方々に献血の重要性を認識していただく。 

・県、市町村、教育委員会、教育事務所等 

 

 

新潟県 

・献血普及講演会、献血ルーム見学会の実施 

・学生ボランティアによる街頭献血 PR 活動 

・若年層をターゲットとした雑誌掲載による「献血に

関すること」、「献血ルーム紹介」等の情報伝達。知

らないことによるマイナスイメージや不安感の払拭。 

・教育委員会、各種学校 

・高等学校、大学 

・マスコミ 

 

 

山梨県 

・中学 3年生への啓発資材配布 

・県下全高校での集団献血実施及び男子校等の年間２

回集団献血実施（献血機会の増加） 

・県下中学生対象の配布物 

・山梨県献血推進協議会の委員（県教育長・県高

校長協会代表者）、各学校長 

・ヴァンフォーレ甲府（Ｊ１）とのコラボ 

 

長野県 

・ショッピングモールにおける臨時の献血体験ルーム

設置による若年層へのアピール 

・中学校、高等学校での出前講座の実施 

・学校献血における事前説明会の実施 

・血液センター 
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③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

茨城県 

・大学、短大、専門学校等学内献血の実施 

・はたちの献血キャンペーンの実施 

・複数回献血クラブでのメールによる協力依頼 

・若者向けタウン誌での広報 

・大学、短大、専門学校 

・市町村 

・雑誌社 

 

栃木県 

・大学、短大、専門学校学内献血の推進 ・血液センター、学生献血推進連盟「かけはし」 

 

 

群馬県 

・「けんけつちゃん」を使用したコマーシャル映像に 

よるデジタルサイネージ広告を実施する。 

 

・多くの乗降客が利用する県内主要駅において、献血 

思想の普及を目的として、献血協力をテーマとした映 

像を放映する。 

・県内３カ所の自動車教習所 

 

 

・デジタルサイネージ設置施設 

 

 

埼玉県 

・携帯メールクラブ（複数回献血クラブ）への登録推

進 

・携帯メールクラブ会員へ各イベント、キャンペーン

のお知らせメール配信 

・献血ゆる玉応援団による「献血ありがとう」キャン

ペーンの実施 

・埼玉県赤十字血液センター 
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千葉県 

・日本赤十字社の複数回献血クラブの推進 

・各献血ルームでのイベント開催 

・千葉県赤十字血液センター 

 

東京都 

・ 献血会場における複数回献血クラブの加入推進 ・学域（大学等）において学生ボランティアサー

クルによる加入呼びかけ 

 

 

神奈川 

・地元プロスポーツ球団と協力したＰＲ（イベント・ 

キャンペーン実施） 

・ＦＭ放送におけるラジオ番組の作成（毎週火曜日） 

・着ぐるみによる広報 

・横浜Ｆ・マリノス、川崎フロンターレ、湘南ベ

ルマーレ 

・ＦＭヨコハマ 

 

新潟県 

・未登録者に対する献血メールクラブ PR と登録のお 

願い 

 

 

山梨県 

・複数回メールクラブの新規会員募集 

 

・学内での３人組献血キャンペーン実施 

・血液事業本部提供の記念品（タオル等）を使っ 

ての会員募集 

・前回協力してくれた代表者へのはがきによる依 

頼 

 

 

長野県 

・複数回献血クラブ会員の募集とキャンペーン等のお

知らせ配信 

・初回献血者へ、次回献血可能日近くに再来を促すは

がきを送付 

・毎年同じ月の同じ曜日に同じ場所に移動採血車を配

車する定例献血スポットキャンペーンの実施 

・血液センター 
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④献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

 

茨城県 

・献血ルームでのカラーセラピー、ネイルアート、ハ 

ンドトリートメントの実施 

・専門学校、ボランティア 

 

栃木県 

・血液センター、献血ルーム（固定施設）において、 

リラクゼーション等の実施 

・血液センター 

 

群馬県 

・受付、接遇用対応仕様のマイクロバスを１台整備す 

る。 

・血液センター 

 

埼玉県 

 鴻巣献血ルームの拡張予定 ・埼玉県赤十字血液センター 

 

千葉県 

・移動採血車と受付・休憩会場に距離がある又は動線 

上の視認がしにくい会場の改善 

・千葉県赤十字血液センター 

 

東京都 

・献血ルームの施設整備及び接遇向上による献血環境 

整備 

・美術大学やデザイン学校等による企画提案、作 

品の提供 

 

神奈川県 

・献血者の意見、要望等を尊重した献血ルームのサー 

ビス等の充実 
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新潟県 

・献血ルーム万代の改修  

 

 

山梨県 

・新献血ルームへの誘導 

・安全性確保のための献血前水分摂取の継続 

・整備した献血受付検診車及び献血受付車の最大限の

活用 

・献血ルーム近接の団体及び事務所 

 

長野県 

・献血ルームにおける、栄養相談やマッサージ等の実 

施 

・血液センター 

 

 

 

３．２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

 

都道府県名 

２６年度献血推進計画への記載を要望する事項 

（特段に希望する事項があれば記載してください。） 
記載を要望する理由 

 

関東甲信越 

特になし  
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ブロック名： 北海道・東北地区 

２．「献血推進２０１４」にある目標を達成するための重点的な取組 

①献血の意義を理解していただく取組（受血者の顔が見えるような広報など） 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

北海道 

・輸血を受けた方からの声を募集し、ホームページや 

広報資材に活用する 

・献血フォーラムの開催 

 献血の現状についての情報発信及び外部講師によ 

る講演会等の実施 

・ ・医療機関、各市町村 

・  

・ ・日赤表彰受賞団体、複数回献血クラブ会員（特

に若年層）、献血推進ボランティア 

青森県 ・各種研修会等での献血講話の実施 ・各市町村、献血協力団体等 

岩手県 

・新聞広告 

献血の必要性 

ボランティア団体の紹介 

血液の使われ方等の説明 

・新聞社 

秋田県 
・献血模擬体験の実施（バスを活用） 

・啓発用ＤＶＤ、映画の放映 

・学校、事業所、各種団体等 

山形県 

① 出前講座における献血啓発用 DVD の活用 

  八月の二重奏、ダブルスカイ等 

② デジタルサイネージによる放映 

① 大学、高校、中学校、推進団体（LC 等） 

 

② 献血ルーム 

宮城県 

・献血セミナーの開催 

・「愛の献血７０字ストーリー」事業 

 「献血」に関するショートストーリー仕立てにした

・各市町村、県内高等学校、宮城県赤十字血液セ

ンター、宮城県 
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作品を募集し、優秀作品を表彰し、ラジオ CM 化し広

報を行う。 

福島県 

・献血啓発用ＤＶＤ（八月の二重奏、ダブルスカイ） 

や輸血体験談（アンパンマンのエキス）を活用した講 

習会等 

・献血出前講座の拡充 

・福島県教育委員会、献血協力団体、福島県赤十

字血液センター 

 

 

 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

北海道 

・血液センター施設見学の受け入れ 

献血の重要性を理解していただくとともに、献血

受け入れから血液製剤を医療機関へお届けするま

での流れを実際に見ていただく。 

 

・高校献血実施前の事前説明会の実施 

献血の重要性を理解していただくとともに、献血

時の手順、個人情報の取り扱い、お願い事項等を説

明することにより献血に対する恐怖心を払拭する。 

 

・ティーンズドナーキャンペーンの実施 

・各小中学校、高等学校等 

 

 

 

 

・各高等学校 

 

 

 

 

・民放ラジオ局 



~ 40 ~ 
 

  若年層に高聴取率を誇るラジオ番組とタイアッ

プし、番組内から献血推進などを行う。 

青森県 

高校献血の推進 

 ・校長会での献血依頼 

 ・学校献血未実施校への訪問・協力依頼 

若年層向けパンフレットの配布 

・青森県教育委員会・各市町村 

 

 

・各高校、専門学校等 

岩手県 ・大学、専門学校での複数回献血の実施 ・大学、専門学校、学生赤十字奉仕団 

秋田県 ・学校への出前講座（保健所、血液センター） ・小中学校、高校 

山形県 

① 次世代の献血者育成事業（中学生を対象とした出

前講座） 

②  中学生・高校生を対象とした献血推進ポスターコ

ンクールの実施 

③ 学生ボランティアへの研修会 

※各学校での献血実施の際、同級生等へ呼びかけ 

④ 高校献血の実施 

① 血液センター、県内中学校、山形県 

 

② 県内中学校、高等学校 

 

③ 血液センター、学生推進協議会 

 

④ 高等学校 

宮城県 

 

・献血開催校への献血セミナー実施依頼 

 

・宮城県赤十字血液センター、宮城県、各市町村 

 

福島県 

① ジュニア献血ポスターコンクール 

② 学生ボランティアによるクリスマス献血キャンペ

ーンの支援（同世代からの呼びかけ） 

 

① 福島県教育委員会、県内中学校 

② 県内の大学、高校等、赤十字学生奉仕団、福島

県赤十字血液センター 
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③２０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 

北海道 

・専門学校、大学での献血セミナー開催 

 

・複数回献血クラブ会員への登録推進 

 大学での献血実施の際に、職員を増員し当該クラブ 

への勧誘を行う。 

 

・学生献血推進協議会の開催 

 道内の学生献血推進ボランティア代表が意見交換

を行い、若年層を意識したキャンペーンの企画・立案

を行う。 

・専門学校、大学、献血推進ボランティア 

 

 

 

・学生献血推進協議会 

青森県 

大学等の献血推進 

複数回献血クラブ会員の募集 

 ・サイトスタンパーの設置 

 ・パンフレットの配布 

 ・クラブ会員の特典(マッサージ、リフレクソロジー) 

若年層向け記念品の作製・配布 

・各大学、各市町村 

 

岩手県 
・大学、専門学校での複数回献血の実施 

 
 

秋田県 

・既献血者への電話、ダイレクトメール等 

・献血クラブ（メール会員）への登録促進 

 

・既献血者直接、情報誌等 
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山形県 

① 映画館において若年層を対象とした複数回献血を 

呼びかけるＣＭを放映する。 

② 地元サッカークラブチームのホームゲームにお 

ける献血啓発活動 

③ 地元サッカークラブチームの人気選手１日ルーム 

長 

① 映画館 

 

② 血液センター、スポーツ山形２１、山形県 

 

③ 血液センター、スポーツ山形２１ 

宮城県 

・複数回献血クラブへの入会促進 

・若年層（16～29 歳）献血協力者へのお礼状（はがき）

送付 

・宮城県赤十字血液センター 

福島県 

①大学生・専門学校生へチラシの配布と学内へのポス

ターの掲示 

（献血ルームの快適さや居心地の良さをアピールす

る内容のもの） 

 

②大学・専門学校等における献血時の複数回献血者登

録の募集 

 

③複数回献血登録者へ献血協力依頼メールと併せて、

各種イベントを案内 

① ②各大学、専門学校等、 

福島県赤十字血液センター 

 

 

 

 

 

 

③福島県赤十字血液センター 

 

   

 

④ 献血者が心の充足感をより得られ、安心快適に献血を行っていただけるような環境整備 

 

都道府県名 

 

予定事業の概要 

（事業の取組に当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・協

力を得るための方法。） 
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北海道 

・献血受入環境の整備 

狭小であった大通献血ルームの老朽化が進んだ 

ため、本年度６月に移転することとした。また、血液

センター（札幌）の７月の移転に伴い、母体も含めて、

献血者の安全性や快適性を整備した施設とする。 

 

①デジタルフォトフレームやリーフレット等により

受血者の感謝の声等を発信することにより、献血に

対しより充実感が得られるものと考える。 

②キッズルームを完備し、保育士専門職を配置する

等、子育て世代の方々にも安心して献血いただける

環境を提供する。 

③職員のマナー講習を行い、献血者がより充実感を得

られるよう、職員の接客スキルを向上させる。 

・市町村、保健所、医療機関 

青森県 
・固定施設(弘前ルーム)の改修、拡張 

・献血スタッフのスキルアップ 
 

岩手県 
・献血ルームの環境整備 

・受付や接遇職員のスキルアップ 
 

秋田県 ・栄養相談、ハンドマッサージ ・県栄養士会、化粧品会社 

山形県 
・受付、接遇職員への教育訓練の実施 ・血液センター 

宮城県 
・オープン献血における軽食提供 

・固定施設の設備充実 
・宮城県赤十字血液センター 
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福島県 

・献血ルーム待合室内の充実 

（学生の意見を取り入れた雑誌、漫画の充実 

・記念品の充実 

（学生の意見を取り入れた記念品を選定） 

・福島県赤十字血液センター 

 

 

 

３．２６年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

都道府県名 
２６年度献血推進計画への記載を要望する事項 

（特段に希望する事項があれば記載してください。） 
記載を要望する理由 

北海道 

・献血推進協議会の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各市町村では、年々人口や献血協力事業所が減

少し、より一層の献血推進が必要となる。 

 各市町村の献血推進協議会の設置数について

は、減少傾向にあるが、その役割は大きく、地

域住民及び協力団体を含めた地域に根付いた献

血推進が重要とされる。 

また、献血受入事業所での安定した献血協力

を得るためにも、行政（献血推進協議会）から

関係団体等への文書等による献血受入協力依頼

を継続して行うことも必要と考える。 



 

 


